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　（製造から1世紀以上を経た歴史的な楽器）1909年製のベーゼンドル

ファーが、2025年6月からTOPPANホールに加わったことはもうご存じだ

ろうか？　しかも長らくオペラの殿堂であるあのウィーン国立歌劇場

のステージやプリマ、マエストロの楽屋で弾かれ、20世紀の名指揮者、

名歌手、そしてウィーン国立歌劇場のオケの汗と音楽が沁みこんだ

楽器だ。ベーゼンドルファー・ジャパンからTOPPANホールの優れた

企画で上手に使って欲しいと貸与されているものだが、このピアノが

実に味わい深い。もともと24年の〈シーズン  オープニングコンサート〉 

のリハーサルで使用させていただき魅了されたのだが、実に馥郁たる香り

を持ち、どこまでも柔らかく深い音色が絶妙の美を湛える。最大の魅力は

「音楽」を奏でたくなる楽器だということ。一日中弾いていても聴いてい

てもまったく飽きず、耳が疲れない。もっともそれはこの楽器にシンパ

シーを感じる名手が弾くことが条件であるのはいうまでもない…。

　26年の〈ニューイヤーコンサート〉は、この特別なピアノに焦点をあて、

例年のニューイヤーコンサートの趣向とは真逆の、独墺音楽の「名曲」

をたっぷりご堪能いただく企画を作った。名曲に拘ったのは、耳なじんだ

曲の方がこのピアノの特徴をより顕著に感じていただけるからに他なら

ない。《スプリング》ソナタは、山根一仁と川口成彦の初共演。お互い

いつか一緒に弾いてみたかったという二人が出会い、どんな新鮮な音楽

が紡がれるか、まさに新春にふさわしい幕開けと思い配した。続いては

この楽器を一番よく知るであろうベーゼンドルファー・アーティストの

兼重稔宏による Op.109のソナタ。彼のたっての希望である。弦楽器と

並んで声との相性も抜群な楽器であることから、歌曲も5曲セレクト

した。ライプツィヒでリート伴奏を深く勉強した兼重だが、女声と共演

するのはめずらしいはず。そこで〈エスポワール シリーズ〉の卒業生で

もある嘉目真木子との初共演でブラームス、モーツァルト、R.シュトラ

ウスの名曲をラインナップしたがいかがであろう？　嘉目の混じり気

のないピュアな美声にシュターツオーパーで活躍したこの楽器が共鳴し、

3人の作曲家の音楽性の違いがどう描き分けられるのか、いまからワク

ワクするのは私だけだろうか？

　後半は、冒頭に出演した川口成彦の手によるシューベルトとショパン。

このピアノで一番極めてみたいという誘惑に駆られるのがシューベルト

だ。どこまでも繊細で、微妙にして深淵…、まだ汲み取り切れていない

彼の音楽の深奥に、このベーゼンドルファーなら迫っていけるような

予感がする。2028年のシューベルト・イヤーに向け、様々な読み替え

や読み直しがされるであろう中にあって、貴重な役割をこの楽器は果た

してくれるに違いない。川口の弾く《4つの即興曲集》は、そんなシュー

ベルト・ワールドへの嚆矢となるだろう。同時に、ドイツ、オーストリア

の作曲家の枠を超えて、この楽器の魅力を表現し堪能してもらおうとい

う想いを込め、ショパンの超有名曲2曲がプログラムの最後を飾る。

　どうでしょう？　このプログラムがTOPPANホールのニューイヤーコ

ンサート？　いやまさに、このこだわりこそが TOPPANホールのニュー

イヤーコンサートだと思うのだが、いかがだろう。
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